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１．概要
　当小児科病棟スタッフは皆、東三河地域の最後の砦を担うという誇りと緊張感を持って日夜対応して
いる。サブスペシャリティとしてはアレルギー疾患、神経疾患、循環器疾患、腎疾患、内分泌疾患、血
液腫瘍疾患をカバーし、高度特殊医療を除けば各分野ともに専門施設と比べても引けを取らない医療レ
ベルを提供できている。また、患者さんには最善の医療を提供すべく、各分野で対応困難な症例につい
ては惜しみなく専門施設との連携をとって対応している。このような体制を維持する意義は、極力地域
で医療が完結することが患者さんご家族への最高のサービスの一つとなることにある。特に長期入院を
必要とする場合、月に何度も専門外来にかかる必要がある場合には切実な問題である。一方で、周囲の
一次医療、二次医療、休日夜間診療所の業務、健診医療の充実に支えられてこそ当院が二次、三次医療
に集中することが可能であるということも忘れてはならない。

（第二部長　伊藤　剛）

２．ICD－10による疾患別頻度

小児科

新規登録特有疾患件数：3,636件

J40-J47  1,181件（32.5％）

J00-J06  995件（27.4％）

J10-J18  606件（16.7％）

J20-J22  437件（12.0％）

J30-J39  345件（9.5％）

J95-J99  53件（1.5％）

J60-J70  13件（0.4％）

その他 6件（0.2％）

ICD－10　中間分類項目
J40-J47

J00-J06

J10-J18

J20-J22

J30-J39

J95-J99

J60-J70

：

：

：

：

：

：

：

慢性下気道疾患

急性上気道感染症

インフルエンザ及び肺炎

その他の急性下気道感染症

上気道のその他の疾患

呼吸器系のその他の疾患

外的因子による肺疾患
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３．活動報告
　⑴　入院患者疾患別頻度 総件数：1,163件

呼吸器感染症 381件（32.8％）

検査関連 128件（11.0％）

神経疾患 112件（9.6％）消化器疾患 97件（8.3％）

その他感染症 91件（7.8％）

アレルギー 74件（6.4％）

各種免疫異常症 68件（5.8％）

腎尿路関連 52件（4.5％）

血液腫瘍関連 23件（2.0％）
事故、副作用関連 20件（1.7％）

代謝内分泌疾患 17件（1.5％）

循環器疾患 8件（0.7％） 重症心身障害者関連 4件（0.3％）

その他 88件（7.6％）
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学会発表（医局）
＜小児科＞

№ 演　　題　　名 区分 氏名 学会・研究会名 発表年月日

1 血 漿 交換療法が著効した抗
NMDA型受容体脳炎の１例 筆頭演者 横井　克幸 第42回日本小児神経学会東海

地方会 2015/1/24

2 ミトコンドリアDNA枯渇症候群の
１例 筆頭演者 野村　幸伸 第263回日本小児科学会東海

地方会 2015/2/1

3
中核市におけるロタウイルスワク
チンの効果　ワクチンカバー率と
感染性胃腸炎数変化

共同演者 小山　 典久 第118回日本小児科学会 2015/4/17

4 小児時間外受診患者の実態調査 筆頭演者 酒井　喜規 第264回日本小児科学会東海
地方会 2015/5/10

5 日本小児科医会会員による家庭看
護力の醸成 共同演者 小山　 典久 第26回日本小児科医会総会フ

ォーラムin大分 2015/06/13

6
在胎36週以上で出生し生後60分以
内の血液ガスがpH7.0未満の児の
検討

筆頭演者 戸川　泰子 第51回日本周産期・新生児医
学会総会および学術集会 2015/7/11

7 モザイク型13番染色体長腕テトラ
ソミーの１例 筆頭演者 河邉　宏幸 第51回日本周産期・新生児医

学会総会および学術集会 2015/7/12

8
日本版新生児蘇生法ガイドライン
2010（NCPRGL2010）に基づく超低
出生体重児の蘇生の現状

筆頭演者 山田　崇春 第51回日本周産期・新生児医
学会総会および学術集会 2015/7/12

9
肉眼的血尿にて発症した発作性寒
冷ヘモグロビン尿症（PCH）の３歳
女児例

筆頭演者 真島　久和 第51回中部小児科学会 2015/8/23

10 マーカー染色体を認めた５症例についての検討 筆頭演者 山田　崇春 第60回日本人類遺伝学会 2015/10/15

11 当院新生児医療センターにおける血液培養陽性例の検討 筆頭演者 酒井　喜規 第60回日本新生児成育医学
会・学術集会 2015/10/24

12 生後早期に肺障害が進行し救命できなかった超早産児２例の検討 筆頭演者 石井　洋子 第60回日本新生児成育医学
会・学術集会 2015/10/25

13 過去10年間に虐待を疑い通告を行った死亡例の検討 筆頭演者 佐久間　肇 第265回日本小児科学会東海
地方会 2015/11/8

14
中核市におけるロタウイルスワクチン
による効果（第２報）－ワクチンカバー
率からみた接種助成の効果と限界

共同演者 小山　 典久 第19回日本ワクチン学会 2015/11/14

15
１歳６ヵ月児および３歳児健診に
おける災害時アレルギー対応非常
食需要に関する質問紙調査

共同演者 小山　 典久 第52回日本小児アレルギー学
会 2015/11/21



研究会発表（医局）
＜小児科＞

№ 演　　題　　名 区分 氏名 学会・研究会名 発表年月日

1
肺動脈縮窄病変に姑息的ステント
留置術を施行した単心室・肺動脈
閉鎖症例の遠隔期フォンタン循環

筆頭演者 小山　智史 第21回日本小児肺循環研究会 2015/1/31

2 胃液から非結核性区参院が検出さ
れたコッホ現象陽性の 2 例 筆頭演者 河邉　宏幸 第79回名市大小児科臨床集談

会 2015/3/21

3 重症アトピー性皮膚炎とその社会
的背景 筆頭演者 真島　久和 症例検討会＆ミニレクチャー 2015/4/15

4 当院新生児医療センターにおける
ダウン症児の死亡例の検討

第１回名古屋市立大学新生児
グループ勉強会 2015/12/19

筆頭演者 太田　隆徳   第24回東海新生児研究会        2015/11/14

筆頭演者 太田　隆徳5 ダウン症児の管理方法



座長・司会（医局）
＜小児科＞

№ 演　　題　　名 座長名 学会・研究会名 発表年月日

1 児童虐待における医療機関の役割 小山　典久 豊橋市民病院児童虐待講演会 2015/1/29

典正　脇幸2演講別特2 第175回東三河小児科医会学術講
演会 2015/2/28

3 特別講演②「一般診療に有用な遺伝学
の基礎知識」 幸脇　正典 第 175 回 東三河小児科医会学術

講演会 2015/2/28

52/11/5102　muroF trepxE amhtsA久典　山小演講別特4

5 シンポジウム「ダウン症児の管理方法」 小山　典久 第１回名古屋市立大学新生児グル
ープ勉強会 2015/12/19

典正　脇幸演講別特6 第１回名古屋市立大学新生児グル
ープ勉強会 2015/12/19



講　　演（医局）
＜小児科＞

№ 演　　題　　名 演者名 学会・研究会名 発表年月日

1 児童虐待対応における医療機関の役割 小山　典久 江南厚生病院こどもの虐待対応研
修会 2015/2/7

2 児童虐待対応における医療機関の役割 小山　典久 聖隷三方原院内虐待防止委員会講
演会 2015/3/5



論文・著書 ( 医局）
＜小児科＞

№ 題　　　　名 区分 氏名 著　　　書　　　名

1
長期ラズベリーリーフティーを飲用して
いた母体より出生した動脈管早期収縮の
１例

共同著者 真島　久和 日周産期･新生児会誌. 2015; 50: 
1341-1345.

2
Hypoxic ischemic encephalopathy in 
a case of intranuclear rod myopathy 
without auy prenatal sentinel event

共同著者 Sugimoto
Mari Brain Dev. 2014; 37: 265-269.

3
Nemaline myopathy with KLHL40 
mutation presenting as congenital 
totally locked-in state.

共同著者 Sugimoto
Mari Brain Dev. 2015; 37: 887-890.

4 当院における超低出生体重児の遷延性の
黄疸に対する検討 筆頭著者 山田　崇春 日周産期･新生児会誌. 2015; 50: 

1341-1345.

5 当院における18トリソミーの極低出生体
重児の臨床像と予後に関する検討 筆頭著者 山田　崇春 日周産期･新生児会誌. 2015; 51: 

952-954.

6 RhD（－）
ですか」と聞くべからず 筆頭著者 小山　典久 周産期医. 2015; 45: 560-561.    

7 交換輸血時は高カリウム血症を忘れるべ
からず 筆頭著者 小山　典久 周産期医. 2015; 45: 761-764.    

8 軽微な外傷に伴う脊髄梗塞と考えられた
１例 共同著者 中村　勇治 日小児科会雑誌. 2015; 119: 1006-

1011.

9
出生時ヘモグロビン4g/dLの正期産児の
目標ヘモグロビンとヘモグロビンの補正
方法をどうするか?

筆頭著者 小山　典久 周産期医. 2015; 45: 325-329.    

10
ネフローゼ症候群に多発静脈血栓症・腸
管壊死を併発し救命できなかった４歳男
児

共同著者 田中　一樹 日小児会誌. 2015; 28: 151-157.

母への質問で｢何回目の“お産”

11

Clinical, biochemical and metabolic 
characterisation of a mild form of 
human short-chain enoyl-CoA hydratase 
defi ciency: signifi cance of increased 
N-acetyl-S-(2-carboxypropyl)cysteine 
excretion.

共同著者 Aiba
Kaori J. Med. Genet. 2015; 52: 691-698.

12
A novel mutation Ser344Cys in FGFR3 
causes achondroplasia with severe 
platyspondyly.

共同著者 Kouwaki
Masanori

Am. J. Med. Genet. A. 2015; 167A: 
2851-2854.




